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⑧温泉熱の利用施設（休憩施設利用） 
  

 小安湯
ゆ

番所
ばんしょ

は、杉材で作られた日帰り温泉施設で、源泉かけ流しです。露天風呂、車椅

子対応風呂があります。皆瀬更生園によって管理・運営されています。 

 この湯源タンクの湯の花の成分は、シリカ（SiO2）です。 

 
 
⑨温泉熱の利用施設（産業利用） 
  

 農産加工所は、温泉熱を利用して、大根、ブルーベリー、リンゴ、カボチャなどの乾燥

食品を生産する施設です。その工程は、原料を細かく切断した後、温泉（90度）で湯が

いて 60～70 度の熱風を送って乾燥させます。現在の稼動は一日 10～12 時間です。 

 原理的にはどのような食材からでも乾燥食品ができるので、この施設を利用した新たな

小安名物を開発することが望まれます。なお、ここで作られる切干大根は非常に評判がよ

く取引も順調ですので、現在の家内工業から、付加価値（袋詰の工夫、ドライフルーツ

等）を高めながら、乾燥装置の規模を大きくし、生産量を増やすなど、規模拡大を図るこ

とが望まれます。 

 
 
⑩温泉熱の利用施設（農業利用・みつ葉栽培） 

  

 みつ葉栽培団地は、温泉熱を利用したハウス栽培施設で、1棟 100 坪のビニールハウス

が 20棟あります。年間の売り上げは約 1億 5千万円ですが、後継者問題があります。 

 温泉源（73度）は、ここから約 2.7ｋｍの温泉井戸です。温泉水は、井戸から国道沿い

のパイプラインで小安まで送られ、タンクに貯蔵（約 60度に低下）されます。 

 
 
⑪とことん山キャンプ場 
  

 キャンプ場のブナ林の中には、コテージ、バンガロー、ツリーハウス、テントサイトや

露天風呂などの宿泊・温泉施設が整備されています。また、交流センター、テニス場、斜

面広場（冬季はスキー場）があり、大変人気のあるキャンプ場です。春になると、スキー

場の斜面や林の中にカタクリの花や一輪草の群生
ぐんせい

が見られます。 
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⑫桂沢一枚岩、水力発電の堰
せき

 
  

 桂沢一枚岩周辺の地質は、虎毛山層のデイサイト質溶結凝灰岩（Ow）と同質火山角
かく

礫
れき

岩

（Tg2)、そしてその上位の三途川層の泥岩や砂岩からなります。桂沢の露頭に白い石脈が

縞
しま

模様
もよう

に発達し、非常に硬く一枚の岩のようになっています。 

 石英脈は地層と平行、または垂直に、あるいはノジュール状に発達しています。露頭の

地層は、虎毛山層の大湯デイサイト質溶結凝灰岩（Ow）で、大湯の熱水が石英脈を形成し

たと考えられます。 

 
 
⑬小安沢のV字谷と露頭 
  

 小安沢のＶ字谷と露頭は、湯元と小安集落の間にある深い谷の沢で皆瀬川との合流地点

です。現在、谷を跨
また

ぐ新しい橋が建設されたため、深い谷を感じることなく通り過ぎてし

まいます。 

 小安沢のＶ字谷周辺の地質は、低地や川・谷に三途川層（Sz,湖成堆積層）が分布しま

す。西側の山手には兜山
かぶとやま

デイサイト溶結凝灰岩が三途川層を覆っています。 

 

 

参考（不動滝にまつわる言い伝え） 

 
＜能恵姫

の え ひ め

伝説と不動滝＞ 

 湯沢市岩崎に伝わる能恵姫伝説によると、「栄が淵」で大蛇と暮らしていた能恵姫は、

鉱山（白沢鉱山など）からの毒水を避けるため、皆瀬川を 遡
さかのぼ

り、不動滝にたどり着いた

とあります。しかし、すでに龍が住んでいたため、やむなく赤滝（東成瀬村）に移り住む

ようになったということです。 

 

＜滝壺と雨乞い＞ 

 不動滝で修行していた住職は、龍を使って雨を降らせる術（神通力）を体得しました。

ある時、唐の国のお寺（中国の金山寺）の大火事を鎮火させたと伝えられています。この

ため、不動滝の滝壺に石を投げると雨が降るという伝説があります。 

 

＜佐竹藩主と不動滝＞ 

 佐竹藩主義和公は小安峡温泉を訪ねた時、不動滝を見て歌を詠みました。「飛び散りし 

水の白玉わきかへり 峰より高く 落つる滝津瀬」の石碑が天保 12年（1841）に薬師堂

の近くに建立されました。 
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ジオサイト１０   ダムと沼とのコントラスト 

 

 

①板戸
いた ど

沼
ぬま

・若
わか

畑
はた

沼
ぬま

 

  

 板戸沼、若畑沼、若畑化石湖周辺の地質は、第四紀の兜山
かぶとやま

層で、兜山を作るデイサイ

ト質溶結凝灰岩
しつようけつぎょうかいがん

（約 30 万年前の火砕流
かさいりゅう

堆積物
たいせきぶつ

）と奥宮山
おくみやさん

デイサイトからなります。中位

湖沼群（板戸沼、若畑沼、若畑化石湖）は、奥宮山を形成するデイサイトの上部滑落体
かつらくたい

に

よって形成された沼です。水深は沼の中央付近で約 21ｍあり、湖沼郡中で最深です。 

 板戸沼は、環境アセスメント日本の湖沼調査で、自然度全国第 2位の折り紙が付いた沼

で、生物、植物、環境がとても良好な状態で保存されています。 

標高 410ｍにある若畑集落は、板戸沼と同様にデイサイトの上部滑落体によって形成さ

れた盆地で昔の化石湖であったと考えられています。 

 

 
②貝沼・細沼 
  

 貝沼と細沼は、風光
ふうこう

明媚
めいび

で、松林・杉・落葉樹に囲まれ、散策する道も整備されていま

す。この沼は鯉、ヘラブナ、ワカサギ釣りの名所として全国の釣り人によく知られた沼で

す。シーズン中は多くの釣り人でにぎわいます。貝沼を含め、木地山
き じ や ま

高原の湖沼群は、大

きな流入河川がなく融雪水、降水や湧水を水源としています。 

 水温は、木地山
き じ や ま

高原
こうげん

の苔沼
こけぬま

の水温が夏場 30度にも上昇するのに対して、板戸沼は水深

20ｍで 4度、貝沼は水深 11ｍで 7度であり、湧水が流入していると考えられます。 

 
 
③皿小屋沼

さ ら ご や ぬ ま

 
  

 皿小屋沼周辺の地質は、湖成堆積物から成る三途川層の上に重なる兜山輝石デイサイト

質溶結凝灰岩からなり、背後には奥宮岳のデイサイト岩体が分布しています。兜山と奥宮

岳の火山活動は一連の火山活動で形成されたと考えられ、その時代は 32～34 万年前と測

定されています。 

 湖沼の成因は、火山活動に起因する噴火口やカルデラ、あるいは噴出物による堰止
せきとめ

湖
こ

な

どの他に、地すべりに伴って形成された沼もあります。貝沼や皿小屋沼は、貝沼の背後に

ある緩やかに弧状を描く斜面が崩落し、その滑落体によって形成された沼です。皿小屋沼

はこれまでの築堤
ちくてい

によって貯水池
ちょすいち

として利用されています。 
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④皆瀬ダム湖 
  

 皆瀬ダム湖周辺の地質は右岸
うがん

に泥岩
でいがん

・砂岩
さがん

を主とする三途川層が広く分布し、北西に

10～15 度で傾斜しています。また、左岸には三途川層の上に兜山（669.8ｍ）を構成する

輝石デイサイト質溶結凝灰岩が重なっています。 

 皆瀬ダムは洪水調節、灌漑、発電用として昭和 38年に作られた高さ 66.5ｍ、総貯水量

3160 万㎥の表面遮
しゃ

水壁型
すいへきがた

ロックフィルダムです。これにより仙北平野の雄物川右岸に対

し用水を供給し、さらに 5300kwの発電を行っています。 

 
 
⑤羽場

は ば

の隧
ずい

道
どう

 

  

 羽場隧道は、羽場地区の生活用水、稲作の水として大切な水の供給路です。水源は大又

沢上流にあります。 

 羽場地区には、周囲に大きな皆瀬川や黒沢川がありますが、深い谷のため河川の水を直

接利用出来ず、灌漑
かんがい

用水が必要でした。 

 水路の上流側は、崩壊地点を避けるため推進工法によりコルゲート管の隧道が新設され

ています。 

 
 
⑥落合

おちあい

鉱山跡 
  

 落合鉱山跡周辺の地質は、落合川の南と北で異なっています。北側には中新世中期

（2000 万年～1500 万年前頃）の国見
くにみ

岳層
だけそう

（安山岩Kna、安山岩質火山砕屑岩Knt、玄武岩

Knb、デイサイトNd）とその上位の西
にし

小沢層
おざわそう

（硬質泥岩Nm）が分布しています。それに対

して南側では、北側の地層より若い虎毛山層のデイサイト質凝灰岩（Yt）と湖成堆積物の

三途川層（Sz)が分布しています。落合鉱山跡周辺は、南の若い地層が北側の古い地層を

不整合に覆っている境界付近です。 

 
 



 - 39 - 

参考（羽場の隧道の歴史） 

 
  

 羽場の隧道周辺の地質は、三途川層の凝灰質砂岩と泥岩で、皆瀬ダムの東側大地と山に

広く分布しています。三途川層は軟質な岩石で、砂岩と泥岩の互層のため崩れやすくなっ

ています。 

 今から約 200 年前の昔、山を遠巻きした水路は約 4ｋｍでした。雨などでしばしば災害

を受け、その都度修理していました。明治 29年の地震で水路が崩壊し、明治 34年にやっ

と復旧しました。そして、大正 8年に 3年の年月を費やして水路用隧道（トンネル）が作

られました。当時、測量技術や掘削
く っ さ く

機械がなかったため、山の双方から磁石と「勘」で、

タガネとツルハシ、ゲンノウを使って手掘りで延長約 900ｍの用水トンネル（幅約 75 

ｃｍ、高さ 2ｍ）を掘削しました。この隧道で水路が 1ｋｍ短縮されました。現在、コル

ゲート管を使い、半恒久的施設になっています。 

 羽場地区には、周囲に大きな皆瀬川や黒沢川がありますが、深い谷のため河川の水を直

接利用出来ず、灌漑用水が必要でした。 

 

 
参考（皿小屋沼の伝説） 

 
昔、この地に三浦徳兵衛という豪農がいた。その家に左

さ

太子
だ こ

という女中がおり美しくや

さしい娘であった。主人の徳兵衛が懸想
けそう

したが、娘はなかなか思うとおりにならなかっ 

た。あるとき左太子があやまって家宝の皿を割ってしまった。 

主人は怒って、その罰として裏の沼を十回泳ぎ回るように命じた。左太子は主人の命と

あれば致し方なく、沼に入り一回二回と泳ぎ回ったが、かよわい娘のこと、七回半回った

時に精魂
せいこん

つきはてて、ついに水中深く沈んでしまった。そして、そのまま沼の主となって

しまった。その後、村第一の豪農と称された徳兵衛は家産も傾いて、いつのまにか家も絶

えてしまった。村人は、左太子の恨みのためとうわさし合ったという。この沼が左太子沼

であり、地名にちなんで皿小屋沼ともよんでいる。 
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ジオサイト１１  稲川（河岸
かがん

段丘
だんきゅう

に築かれた歴史ある伝統産業                  

              のまち） 

 

①稲庭
いなにわ

城 
  

 鎌倉時代の初め、下野
しもつけ

国古河城主小野寺道綱の四男重道が、軍功により源頼朝より雄勝

の地を賜り、稲庭城を築いたと云われています。 

 現在の稲庭城は、昭和 63年に観光施設として当時の二の丸跡に建てられた天守閣で、

稲川地域の歴史と文化を紹介する施設です。東北最大級のスロープカーで昇降できます。

1階にはこけしや漆芸家
しつげいか

の作品が展示され、2階には純金箔張りの黄金の間、3階には小

野寺氏ゆかりの品々が展示されています。4階は皆瀬川流域の全貌、宇留院内
うるい ん な い

、そして平

鹿方面まで一望できる展望台になっています。 

稲庭城周辺の地質は中新世前期の国見岳層
くにみだけそう

で、変質安山岩質火山噴出物層
へんしつあんざんがんしつかざんふんしゅつぶつそう

からなり、

2000 万年前より古い時代の火山活動によるものです。また、対岸の藤倉には白亜
はくあ

紀
き

の花

崗岩が露出しています。稲庭城の南の丘陵地
きゅうりょうち

は若い虎毛山層
とらげやまそう

や三途川層
さんずがわそう

が分布していま

す。 

 

 

②皆瀬川の河岸段丘
かがんだんきゅう

 
  

 皆瀬川の河岸段丘は、右岸（東側）に発達しています。 

 河岸段丘の地質は、皆瀬川中流から上流に分布する新第三紀層を基盤とし、第四紀更新

世末期から完
かん

新世
しんせい

の礫
れき

・砂を主とする河床
かしょう

堆積物
たいせきぶつ

からなります。 

また、川連
かわつら

から稲庭
いなにわ

にかけての皆瀬川右岸では、後背山地から流下する沢の出口を

扇頂
せんちょう

として扇状地が発達し、これが段丘化しています。  

 
 
③長子内

ちょうしない

鉱山跡 
  

 長子内鉱山周辺の地質は、相野々
あ い の の

層（中新世後期～鮮
せん

新世
しんせい

）の雄
お

長子内
ちょうしない

岳
だけ

デイサイト～

流
りゅう

紋岩
もんがん

が山岳部を広く覆
おお

っています。その火山岩の周囲に、下位の地層、山内層（硬質

泥岩、Sm）、市内川層（泥岩、Imと凝灰岩、YA1）、戸沢層（礫岩、砂岩、TZｃ）、

細越沢
ほそごえざわ

層（変質安山岩、Ha）が分布しています。  
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④山谷
や ま や

峠の地層露頭と旧道遺産 
  

 旧国道 398 号の切り通しの両側の露頭は、マッドストーン、ハードシェル、タフの挟み

などがよく観察でき、地質学・堆積岩の説明に適した場所です。 

 さらに、近代化産業遺産として、皆瀬・稲庭・稲川と湯沢を結ぶ幹線
かんせん

道路
どうろ

の役割などを

学ぶ最適の野外体験フィールドです。 

 

 

⑤基盤花崗岩
かこ う が ん

の露頭（藤倉の真砂
ま さ

＝風化帯） 
  

 藤倉花崗岩の真砂（風化帯）露頭は、岡
おか

砂
さ

の採石場でした。現在、その跡地は整備さ 

れお墓になっています。花崗岩は通称「みかげ石」と呼ばれ、数ミリメートル程度の粒子 

の石英
せきえい

、長石
ちょうせき

、雲母
うんも

などの鉱物からなる岩石です。花崗岩は一般に、節理
せつり

と呼ばれる縦

や横の亀裂が発達していますが、その亀裂に沿って水や空気が進入すると、長石、雲母な

どが粘土鉱物へと変化して、風化した「真砂」になります。亀裂密集帯では、水が岩盤全

体に浸透するため風化が進行し、地表から 100ｍ以上の深さまで「真砂」になる「深層風

化帯」を形成します。 

 
 
⑥基盤花崗岩の露頭（細越沢の花崗岩） 
  

 宇留院内の花崗岩露頭周辺の地質は、白亜紀の花崗岩とそれを不整合に覆う細越沢層の

変質
へんしつ

輝石
きせき

安山岩
あんざんがん

（Ha)とその火山
かざん

角
かく

礫岩
れきがん

、戸沢層（TZe）の砂岩・礫岩からなります。藤倉

花崗岩の真砂（風化帯）の南に西北西-南南東の断層があり、若い虎毛山層の凝灰岩

（YT）が分布します。 
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参考（皆瀬川の河岸段丘） 

 
 皆瀬川の段丘面は、高いほうから中位段丘、低位段丘 1、低位段丘 2、低位段丘 3に区

分されます。中位段丘は小沢の東から皆瀬ダム上流にかけて断片的に分布します。 

 中位段丘面の標高は、水沢付近の約 240ｍから上流に高度を上げ、皆瀬ダム付近では約

330ｍになります。堆積物は羽場の東で 5～20ｃｍ大の円礫を含む約 8ｍの厚さの礫層が見

られます。 

 低位段丘 1は、皆瀬川中流域を中心に最も広く分布し、羽
は

竜
りゅう

付近の約 120ｍから皆瀬

ダムサイト周辺の約 260ｍと高度を上げます。構成層は数ｃｍ～十数ｃｍの円礫を含む厚

さ 3～10ｍの砂礫層
されきそう

です。 

 低位段丘 2は、鍛冶屋
か じ や

布
しき

付近から上流にかけて分布し、稲庭付近の約 150ｍから羽場で

の約 250ｍと急に高度を上げ、小安温泉近くの滝向
たきむかい

付近では約 300ｍとなります。滝ノ原

付近から上流では、この段丘面を深く浸食して皆瀬川が峡谷
きょうこく

を形成します。この段丘面

と同時代と考えられる段丘は、高松川上流にも分布しており、三ツ村付近から上流でよく

観察されます。段丘面の標高は三ツ村付近で約 160ｍ、中村付近で約 180ｍと、ともにや

や広い面ですが、上地付近から上流は、皆瀬川上流と同様に浸食により深い峡谷を形成し

ており、三途川付近では約 300ｍで標高差 40ｍ以上の峡谷となっています。堆積物は人頭

大以上の円礫を含む 10数ｃｍの円礫を主とする砂礫層です。 

 低位段丘 3は、皆瀬川では皿小屋集落を乗せる標高 240ｍほどの面です。 
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ジオサイト１２  駒形（鉱山から果樹へ） 

 

 

①白沢
しらさわ

鉱山跡 
  

 白沢鉱山周辺の地質は、新第三紀中新
ちゅうしん

世
せい

真昼
まひる

川層
がわそう

の凝灰岩（Ot)とデイサイト～流紋岩

が分布します。鉱脈は網状
もうじょう

鉱床
こうしょう

で、走向は北東-南西、傾斜 50度南東、鉱脈の幅 3～60 

ｃｍ、最大幅 150ｃｍで、主として銅と銀を産出しました。 

 

②雲岩寺
うんがんじ

のマリア観音像 
  

 マリア観音像は、目鼻立ちがすっきりした観音様で、白っぽい細粒の花崗岩
かこうがん

～花崗閃
せん

緑岩
りょくがん

を加工した石像です。由来は不明です。湯沢市南部の神室山や役内川に分布する花

崗岩類とは岩質が異なります。作った人、持ち込んだ人の信仰心が伝わってくる観音様で

す。 

 石像の花崗岩は、帯磁率
た い じ り つ

8（SI単位では無次元）以上と比較的高い値を示します。湯沢

付近にある帯磁率の低い阿武隈帯の花崗岩ではなく、むしろ南部藩の北上山地の花崗岩類

の示す値に近く、磁鉄鉱
じてっこう

をしっかり含む特徴を示します。 

 雲岩寺のマリア像は、藩政
はんせい

時代にキリシタンが鉱夫として潜伏していたこと、および南

部藩水沢地方と交流していたことを示唆
し さ

しています。水沢から持ってきたという伝聞
でんぶん

と整

合がとれます。  

 

 

③黒沢川ダムと地質露頭 
  

 黒沢川ダムは、農業用水として造られた大滝沢溜
ため

池
いけ

で、水源の森百選のひとつに選ばれ

ました。ダムの奥には大滝沢国有林があり、自然ブナ林があります。 

 溜池上流に小さい滝(落差 5ｍ程度)があります。 

 ダムの背後に急 峻
きゅうしゅん

な山があり、その山肌に安山岩の柱 状
ちゅうじょう

節理
せつり

が見えます。また、奥

の小滝にも安山岩の柱状節理が発達しています。  
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参考（白沢鉱山の言い伝え） 

 
＜白沢鉱山の歴史＞ 

 白沢鉱山の発見は、宝永年間（1704～1710）以前と言う説もありますが、定かでありま

せん。宝永
ほうえい

6 年、仙台出身の山師山野目小平太
や ま し や ま の め こ へ い た

によって開坑されました。その鉱山経営は

大規模で木材などを皆瀬流域から調達しています。 

 寛政年間（1789～1800）、白沢鉱山は佐竹藩の重要鉱山として請山
うけやま

になり、一貫して採

掘、選鉱、製錬を行っていました。さらに、文化年間（1804～1817）大規模な操業がなさ

れ、鉱山下流で鉱毒水問題が発生して、水路の改修や溜池の築造が行われました。 

 安政 4年（1857）～明治 3年（1870）まで 13年間休山しました。 

明治 4 年に再坑され、大正 3 年数条の新鉱脈（硫化鉄を含む銅品位 9％内外）を発見し、

銅鉱石 285 トンを出鉱しました。昭和 6年頃の主要鉱床は第 12号鋪
しき

でした。昭和 9年、

わが国の準重要鉱山に指定され、年間 400 トンの銅鉱を採掘しました。以降、稼行と休鉱

を繰り返し、昭和 30年始めに閉山しました。 

 

＜岩崎の竜神様と鉱害水＞ 

 「赤
あか

滝
たき

神社後
じんじゃご

由緒
ゆいしょ

」によれば、岩崎のカサ淵に住んでいた竜神は、田子内
た ご な い

鉱山と白沢鉱

山の鉱毒水が皆瀬川に流れ込み、その鉱毒水を嫌って成瀬川を遡上
そじょう

し、檜山台
ひやまだい

の赤滝の滝

壺を住居の場として住み着いたという伝説があります。宝永年間の白沢鉱山の開発時期と

符合しています。 

 

＜言い伝え：金山の蕨
わらび

やぜんまいを食べるな＞ 

 植物の中で、ぜんまい、わらびなどの羊菌類の植物は、重金属の銅、カドミウムを吸収

し蓄積する率が大きく、大量の重金属の摂取は身体障害（イタイイタイ病など）を引き起

こします。この格言は、地域住民の生活の知恵と言えます。 
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ジオサイト１３  江戸時代の独立藩 

 

 

①岩崎城跡（千年
ちと せ

公園） 
  

 岩崎城は小野寺時代、仙北平野を見下ろす要塞
ようさい

として館を構えていましたが、最上勢の

侵攻にあって、落城しました。 

 江戸時代、岩崎には雄勝
おがち

八郷
やさと

を束ねる秋田藩の郡
こおり

奉行所
ぶぎょうしょ

が置かれていました。また、

皆瀬川の渡船場
と せ ん ば

となり、湯沢と横手の双方から御船
ふな

奉行
ぶぎょう

と給人
きゅうにん

が配置される交通の要所

でした。岩崎城跡には、石垣や能恵姫
の え ひ め

物語に纏
まつ

わる井戸、八幡神社、水神社、鹿島様、

藤棚
ふじだな

、桜
さくら

並木
なみき

などが点在し、よく整備されています。 

 
 
②岩崎城跡（千年公園の玉子井戸） 
   

 能恵姫伝説によると、岩崎城の中にある松の根元に卵の形をした石があり、色、形、輝

きといい、普通の石ではありませんでした。能恵姫の父である第 14代岩崎城主の河内
かわちの

守
かみ

道高公
みちたかこう

は大変喜んで、その石を姫の「守り石」にしました。 

 玉子井戸には、この守り石が祀
まつ

られています。平成 4年、井戸を清掃した時、白く光沢

のある「守り石」を発見しました。岩崎資料館で展示した後、再び井戸に収められまし 

た。井戸の深さは 5ｍです。  

 

 

③岩崎城跡（千年公園の神社と石碑） 
 

岩崎水神社裸まつり（初
はつ

丑
うし

まつり） 

 旧暦 11月初丑に行われる能恵姫伝説にちなんだ祭りで、水難よけと豊作を祈願して町

の男衆が勇敢
ゆうかん

な姿でえびす俵を奉納します。裸参りと呼ばれています。 

八幡
やはた

神社 

 宝物は鎧
よろい

絵図で、源義家が鎧を献納
けんのう

して戦勝を祈願したと言い伝えられています。立

派な鳥居と石段があります。 

高辻神社 

 妙 見 社
みょうけんやしろ

とも呼ばれています。妙見
みょうけん

菩薩
ぼさつ

、稲荷大明神
いなりだいみょうじん

、天神（学問の神様菅原道真
すがわらのみちざね

公）を祀
まつ

っています。 

石碑 

 天明 7年の田神碑
たのがみひ

、文化 3年の庚申
こうしん

碑
ひ

など大きな石碑があります。  
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④岩崎の鹿島
か し ま

様
さま

 

  

 鹿島様は「武神
ぶしん

」を象徴したワラ人形で、東北地方の村落に多く祀られています。岩崎

地域では古来、村の入口に鹿島様を置き、他所から邪悪な霊や人、また疫病
えきびょう

の侵入を防

ぐため、春と秋の 2回衣替えする「鹿島祭り」を行って、その願いを鹿島様に託しま 

す。 

 鹿島様は、2000 年の歴史を有する日本の稲作農業がもたらした民族文化の芸術です。 

 
 
参考（岩崎城跡～千年公園の玉子井戸～） 

 
 第 14 代岩崎城主、河内守道高に弘

こう

治
じ

元年（1555）4月、能恵姫が生まれました。生後

100 日余りが過ぎた頃、夜昼なき続け、医者の手当も祈願も効果がありませんでした。夏

のある日、乳母のサワ（栗田五郎の妻）が姫を抱いて庭を散歩し、松の大木の下に来たと

ころ、姫は急に泣きやんで笑みを浮かべてすやすやと寝入りました。 

 松の根元に卵の形をした石があり、色、形、輝きといい、普通の石ではありませんでし

た。道高公は大変喜んで、その石を姫の「守り石」にしました。 

 玉子井戸には、この守り石が祀られています。平成 4年、井戸を清掃した時、白く光沢

のある「守り石」を発見しました。岩崎資料館で展示した後、再び井戸に収められまし 

た。井戸の深さは 5ｍです。  

       （出典：岩崎地区藤と鹿島の里プラン会議の掲示板） 
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ジオサイト１４  美酒を生む酒米
さかまい

のふるさと 

 

 

 

①阿
あ

黒
くろ

岩 
  

 阿黒岩周辺の地質は、層理がはっきりした院内
いんない

軽石質
けいせきしつ

凝灰岩類
ぎょうかいがんるい

で、中新世後期の女川

層です。この凝灰岩類は、800 万～600 万年前の海底火山の活動によるもので、院内地域

に広く分布する酸性凝灰岩類と同じ時代のものです。切畑川沿いの院内凝灰岩は、北北東

に延びる 2つの断層、山の田断層と松岡断層に挟まれて、細長く地溝状
ちこうじょう

（凹
おう

状）に分布し

ています。阿黒岩の露頭では、北東～南西方向、北西に 40度傾斜した逆断層が見られま

すが、これは松岡断層の影響と考えられます。 

 
 
②松岡
まつおか

鉱山
こうざん

跡 
   

 松岡鉱山跡周辺の地質は、中新世後期女川層の院内軽石質凝灰岩、火山
かざん

礫
れき

凝灰岩類
ぎょうかいがんるい

と

これを貫く流紋岩溶岩
りゅうもんがんようがん

からなります。院内軽石質凝灰岩類は、800 万～600 万年前の海底

火山の活動によるもので、院内地域に広く分布する酸性凝灰岩類と同じ時代です。流紋岩

は白山の溶岩円頂丘
ようがんえんちょうきゅう

を形成し、台山花崗閃緑岩の活動時期の火山岩です。 

 松岡鉱山は、切畑川沿い北北東に延びる 2つの断層、山の田断層と松岡断層に挟まれた

地溝状（凹状）構造北端に位置しています。 

 松岡鉱山は、慶長
けいちょう

年間に発見されたといわれ、元和
げんな

年間（1615～1624）から寛
かん

文
ぶん

年間

（1661～1673）にかけて盛大に稼働し、大量の銀を産出していました。その後、昭和初期

まで盛衰
せいすい

を繰り返し、昭和 27年に閉山されました。 
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③白山
はくさん

と白山
はくさん

神社
じんじゃ

 

  

 神社の創建は、大同年間に坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が戦勝を祈念して建立したという伝説がありま

す。本尊の女神像は、ケヤキ材にのみと鉈
なた

で荒彫りされた女神像で、平安期の作と伝わっ

ていますが、年代も作者もわかりません。 

 当時、神社の麓には松岡寺と 18の宿坊があり、信仰の山として賑わっていました。構

え森から、平安時代の経
きょう

筒
づつ

、寿
じゅ

永
えい

3 年（1184）、建
けん

久
きゅう

7 年（1196）が発掘されていま 

す。 

 参道沿いには、子安観音の他、10を越える小社殿
しょうしゃでん

が点在し、江戸期の年号が刻まれた

石像も安置されています。 

 

 

④酒蒔
さかまき

の花崗岩
かこ う が ん

露頭 

  

 小野岩屋堂の北の沢から田の沢まで分布する花崗岩は、黒雲母
くろうんも

・角閃
かくせん

石
せき

を含むピンク色

の花崗岩で、役内川上流や神室山に分布する白亜紀（9700 万年前）の神室山花崗岩類と

同じです。「阿武
あ ぶ

隈型
くまがた

花崗岩
かこうがん

」と呼ばれる磁鉄鉱
じてっこう

が少ない花崗岩です。 

 花崗岩は新第三紀中新世初期（約 2000 万年前）の湯ノ沢層に覆われています。湯ノ沢

層は変質安山岩溶岩や角礫岩
かくれきがん

からなり、陸上で噴火した火山砕屑岩類
かざんさいせつがんるい

から成ります。 

 
 

⑤雄物川流域の板碑の分布（六日町
むい か ま ち

八幡
や は た

神社） 

  

 板碑は湯沢市山田字下六日町 56、村
むら

八幡
やはた

神社
じんじゃ

の境内にあります。 

 六日町村八幡神社の板碑は無紀年碑で、南北朝時代の延文
えんぶん

5 年（1360）4月 28 日に建立

されました。 

 

 

参考（江戸時代の鉱脈の探査法） 

 
＜山相
さんそう

秘録
ひろく

＞ 

 山相秘録は、国学者佐藤
さとう

信
のぶ

淵
ひろ

が文政
ぶんせい

10 年（1827）に増補訂正した佐藤家の極秘書で 

す。この山相秘録は、佐藤信淵の祖父元伯
げんぱく

が自ら松岡鉱山を繁栄させた実績と体験・実験

を基礎にした鉱山経営の 17か条を口伝えしたものを佐藤信淵が文書化し、山師の秘伝書

としました。 
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 この書は、山師の間で流布した秘伝書で、鉱物・鉱脈を含む地質的な特徴を示す山の姿

（特徴）などから鉱脈の存在を判定する方法や鉱石の図が描かれています。 

 山相とは、鉱物などを含有しているか否かの指標となるような地質・気象などを含めた

「山の姿」のことで、これを山師が見定めることで、鉱山（鉱脈）の存在を判定していま

した。山相秘録に似た「金銀銅鉛山見分秘伝書・乾坤
けんこん

」には、詳細な山相図が描かれ、山

師が山相を見立てる時の方法とそれぞれの山相の特徴について、図と本文で詳細に解説さ

れています。佐藤信淵は、この秘伝書に基づいて鉱夫などの指導と鉱山経営にあたりまし

た。その結果、最初わずか 27名で採掘していたのが、数年後には 800 人にも増える鉱山

になったと記録されています。 

 

中世・近世の山師の探査法 

 

 ① 山の姿から可能性の高い鉱物（例 金鉱脈、銅鉱脈）を選択して、川原に転がる石か

ら鉱物を含む母岩
ぼがん

を探します。 

 ② 目印になる鉱物を含みそうな転石を追って、川から沢へ、沢から尾根へと根気強く歩

きまわり、鉱脈を求めて、見分けの範囲（鉱脈がある範囲）を絞って行きます。 

 ③ 地表に露出する鉱脈を見つけ出します。鉱床を探査することを江戸時代の鉱山の専門

用語で「見分け」、または「目立て」といいました。 

 

江戸時代の探査法は、近代地質学で説明できる・・・？ 

 

  山の形や谷の形状、川の流れなどの地形は、岩石の硬さ、割れ方、浸食の違いなどを

反映して特徴的な形態を作り出します。地形の特徴は、地層・岩石や地質構造を反映して

います。この現象を利用した技術に、航空写真地質解析や衛星の映像を解析するリモート

センシング技術があります。 

 例えば、金鉱脈は石英脈の中にわずかに含まれています。金鉱脈は、1トンの石英の岩

石中に数グラム～数十グラムあれば採算がとれます。石英脈は大変硬く侵食し難いため、

周りより切り立って残ります。山相による見立て法は「地質的な探査法」の一つと言えま

す。 
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ジオサイト１５  扇状地とともに歩む 

 

 

 

①関口石
せきぐちいし

の採石場跡と石材街道 

  

 周辺の地質は、中新世中期（約 1500 万年前頃）の戸沢
とざわ

層で、暖かく浅い海に堆積した

砂岩層からなり、4ｍほどの安山岩質礫岩や薄い泥岩を伴います。この露頭から産した記

録はありませんが、近くの同時代の砂岩や凝灰岩質砂岩から貝類の化石が産出していま 

す。砂岩は均質で平行層
へいこうそう

理
り

が発達することが多く、この層理面に沿って剥
は

がれたり、割れ

やすい特徴があります。 

 関口地区には、現在も 13軒の石材業者があり、湯沢市の石材産業の中心地となってい

ます。 

 

 
②関口石の採石場跡と石材街道（祠

ほこら

と記念碑） 

   

 関口の砂岩は均質
きんしつ

ですが、平行層理が発達し縞
しま

模様
もよう

があります。この層理面に沿って剥

がれたり、割れやすい特徴があります。 

 
 
③関口石の採石場跡と石材街道（関口石を使った大仏） 

  

 青竜山香川寺の弥勒
みろく

大仏様（湯沢市で最大の石像）です。 

 昭和 47年、湯沢市文化財に指定されました。水平の縞模様は関口石の特徴である細か

い層理（ラミナ）です。 

 
 
④関口の風穴

ふうけつ

 

  

 関口の風穴周辺の地質は、中新世中期～後期の市内川層泥岩
いちないがわそうでいがん

とその上位の雄長子内岳
おちょうしないだけ

デ

イサイトからなります。風穴のある所は雄長子内岳デイサイトです。 

 風穴は、明治 41年 11 月に発見されました。盛夏になっても気温が上がらず、適度な湿

気を保つことから、関口風穴組合が組織され、蚕
さん

種
しゅ

、種子、果実などを貯蔵するための貯

蔵庫が作られましたが、現在は解体されて、基礎部分を残すのみです。 
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⑤くぞわたの清水 

  

 くぞわたの清水周辺の地質は、相野々層
あいの の そ う

（中新世後期～鮮新世）の雄長子内岳デイサイ

ト～流紋岩が山岳部を広く覆っています。その火山岩の周囲に、下位の地層、山内層（硬

質泥岩、Sm）、市内川層（泥岩、Imと凝灰岩、YA1）、戸沢層（礫岩、砂岩、TZｃ）、

細越沢層
ほそごえざわそう

（変質安山岩、Ha）が分布しています。 

 この清水は、西ノ台の麓
ふもと

から大量に湧き出ております。大量のミネラルを含み、おい

しくまろやかで、「健康長寿の霊水」と呼ばれています。 

 くぞわたの清水の名の由来は、昔、山師の『くぞう』が鉱脈を見つけるため山を掘って

いましたが、掘るにつれて寒さが増し、綿入れを着て作業を続けると湖を掘り当ててしま

いました。その湖は湧き水の水源らしく、『くぞう』が『綿入れ』を着て掘り当てたこと

からと云われています。 

 
 
⑥三関の扇状地 

  

 山地から西側の雄物川に流出する沢は、山岳から平地の出口では、流速が急激に減少す

るため、礫の多い堆積物が堆積し、西の雄物川に向ってより細かい砂、さらに泥が堆積し

て、扇状地を形成します。扇状地の下を伏流
ふくりゅう

水
すい

が流れ、扇状地の末端部から伏流水が湧

出します。火山噴出物層や花崗岩類の風化土、そして伏流水と湧
ゆう

出水
しゅつすい

が、さくらんぼや

りんご、せり栽培の良好な条件を作り出しています。  

 
 
⑦テレビ塔から見た三関扇状地 

  

 酒蒔集落の西の山頂（標高 520ｍ）にあるテレビ塔のある山頂からは、湯沢市街地から

相川までの山々の裾野に広がる扇状地が一望できます。扇状地は後背の水系(沢）が平野

に出た前面に扇状の地形が良く見られます。 

 

 

⑧三関の扇状地（湯沢活断層と三角末端面） 

  

 東鳥海山側から西に延びる小さい尾根は、南北の湯沢
ゆざわ

推定
すいてい

断層
だんそう

によって切られて、三角

形の斜面が南北に連なっています。この断層は第四紀（約 200 万年前以降）に活動したも

ので、東側が隆起しました。垂直方向の落差は、花崗岩類上の不整合面の高さの違いから 

、ほぼ 300ｍから 400ｍと推定されます。 
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⑨東鳥海山と第一、第二山門 
  

 東鳥海山周辺の地質は、三関～相川にかけた麓に白亜紀後期（9700 万年前）の神室山

花崗岩（Gr)が露出し、それを不整合に中新世前期（2000 万年前頃）の変質安山岩（Ha、

細越沢層）が覆っています。 

 東鳥海山は相川の権現
ごんげん

様
さま

と呼ばれ、古くから親しまれています。第一山門、第二山門を

通って山頂の神社までの道は、東鳥海山の信仰の道として、多くの参詣者が歩みました。 

 

 

⑩麓沢
ふもとざわ

のマイロナイト 
  

 周辺の地質は、白亜紀の花崗岩類とこれが地下深部（約 10ｋｍ）で断層作用を受けて

できたマイロナイト、そして、それらを不整合に覆
おお

った古第三紀～新第三紀火山噴出物層

（細越沢層の変質安山岩）が分布します。 

 麓沢の川底や麓沢の集落の石垣には、マイロナイトや変成岩の転石が利用されていま 

す。 

 

 

⑪雄物川流域の板碑の分布 

  

 板碑とは、鎌倉時代と南北朝時代にできた石碑です。雄勝地域では鎌倉時代に 2つ、稲

川地域では鎌倉時代に 2つ、南北朝時代に 3つ、旧湯沢市では鎌倉時代に 3つ、南北朝時

代に 8つできたことがわかります。 

 

 

⑫雄物川流域の板碑の分布（住吉
すみよし

神社） 

  

 永和
えいわ

2 年板碑は、湯沢市二井田字掵上
はばうえ

10、住吉神社内にあります。 

 板碑は、南北朝時代（室町幕府の将軍足利義満）の永和 2年（1376）に建立された板碑

です。 

 

 

⑬雄物川流域の板碑の分布（関口） 

  

 板碑は、湯沢市関口字関口 226-4、旧羽州街道と上の宮橋に向う三叉路
さ ん さ ろ

の脇、関口集落

の仁王像の前にあります。 

 関口の板碑は無紀年石碑で、時代は不明ですが、梵字
ぼんじ

がはっきりと刻まれています。 
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⑭雄物川流域の板碑の分布（立石
りっしゃく

） 
  

 板碑立石は、湯沢市上関字八反田
はったんだ

26 の果樹園の中にあります。 

 石碑はラミナが発達した砂岩からなり、表面の上部が薄く剥がれています。高さ 180 

ｃｍ、幅 90ｃｍ、厚さ 25ｃｍの巨石の関口石で造られています。 

 

 

⑮雄物川流域の板碑の分布（阿弥陀堂
あ み だ ど う

） 

  

 板碑は、湯沢市上関字鍋ヶ沢 17、阿弥陀堂にあります。 

 阿弥陀堂の板碑は、鎌倉時代の正和
しょうわ

5 年（1317）碑、南北時代の貞和
じょうわ

3 年（1348）碑及

び延文
えんぶん

5 年（1360）碑が登録されていますが、阿弥陀堂には大小 5基の石碑が保存されて

います。 

 

 

⑯雄物川流域の板碑の分布（東鳥海山神社
ひがしちょうかいさんじんじゃ

） 
  

 板碑は、相川字中山 18、東鳥海山神社の手前の小道を入った民家の敷地にあります。 

 東鳥海山神社の近くにある板碑は、建武
けんむ

2 年（1335）碑で、民家の敷地内に建てられた

小屋の中に保存されています。 

 

 

⑰雄物川流域の板碑の分布（田畑
た ば た

） 

  

 板碑は、湯沢市相川字田畑 290、高速道路のすぐ北側の小さな祠
ほこら

、竜神堂の中にあり

ます。 

 田畑の板碑は、貞和 4年（1348）碑で、梵字がはっきり判ります。 
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参考（関口石の概要） 

 
 

 ＜発見＞ 

 元和
げんな

元年（1615）、大阪落城落武者山口幸市（真田を名乗る）という会津の者が、良質

の砂岩を発見し、これを関口石と称しました。 

 

 ＜関口石の特徴＞ 

 比較的均一な中粒～細粒
さいりゅう

砂岩で、礫や泥をほとんど含んでいませんが、細かい層理

（ラミナ）が発達しています。ラミナがあるため、古い江戸時代の墓石では、表面が剥が

れ落ちて、刻んだ文字が欠落しています。 

 一方、ラミナを水平にした台座などでは、風雪で細かい凹凸
おうとつ

が形成され、きれいな縞模

様が現れます。園庭の置石や台座など工芸品に適しています。 

  

 ＜加工製品＞ 

 関口石は花崗岩と比較して、柔らかく加工しやすい石材です。炉、かま、ひき臼
うす

、記念

碑、彫刻、神仏像などの芸術品や墓石に利用されました。 

 

 ＜歴史＞ 

 良質の関口石を発見した浪人（山口幸市）が自宅で石細工を始め、良い製品を作り、販

売し始めました。店の名前を「山口屋」と称しました。 

 関口石は最初、近所や近国からの注文を受けて製品を作っていましたが、関口の石屋の

評判が高まり、遠国からも注文が来るようになりました。 

そして製品を雄物川まで運び、川
かわ

舟
ぶね

で土崎湊まで送り、日本海を北前船などで運搬しまし

た。 
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地球や大地を楽しむ自然公園 
「ジオパーク」 

 ジオ（地球、大地）に親しみ、ジオ
を学ぶ旅（ジオツーリズム）を楽しむ
場所がジオパークです。 
 地面の下にある岩石から宇宙まで、
数十億年の過去から未来まで、山と川
と海と大気とそこに住む生物について
考える、つまり地球を丸ごと考える場
所が「ジオパーク」です。 
 湯沢市には豊かな自然や歴史文化、
豊富な温泉資源、優れた特産品など魅
力的な資源があふれていますが、あま
りにも身近すぎて、その価値に気付い
ていないのではないでしょうか？ 
 身近な資源を見つめ直すことが、ジ
オパークへの取り組みの第一歩です。 

ジオパーク認定に向けたアクションプラン 

日本ジオパークネットワークへの正式加盟のために  
 

 次の取り組みを実施し、平成24年度の日本ジオパークネットワークへの正式加盟
を目指します。 
 
   ①ジオサイト等の調査 
   ②ジオパークの運営母体の整備 
   ③住民への普及 
   ④保護と保全、研究・教育への活用、ジオツーリズムによる地域活性化 

世界ジオパークの認定のために  
 

 日本ジオパークネットワークへの加盟後、世界ジオパークの認定を目指し、次の
取り組みを継続して実施します。 
 
   ①ジオサイトの磨き上げ、物語への肉付け 
   ②一歩進んだ取り組みの実施 
   ③運営母体の組織強化と市民の盛り上がり 

ジオパークの継続整備のために 

 日本ジオパークも世界ジオパークも、認定＝事業終了ではありません。どちらも
4年に1度、再評価が行われます。毎年、一歩ずつでも成長していくことがジオパー
クには求められます。 
 ジオパークへの取り組みは、まちづくりと同一であり、目指すべき目標と、しっ
かりとした計画を立てることが必要です。 
 湯沢市が一丸となって、計画的かつ継続的な活動を行うことが重要です。 

日本ジオパークネットワークへの加盟の次は… 
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「秋田県湯沢市 
 ジオパーク推進協議会奮戦記！」 

http://yuzawageopark.blog.fc2.com/ 
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美の郷ゆざわジオパーク構想のテーマと特徴 

ジオパーク認定を目指す目的は？ 

 ジオパーク認定に向けた第一歩は、私たちが生活
している湯沢市の資源を見つめ直し、その資源が持
つ“よさ”に気付き、「湯沢市に住んでいて良かっ
た」と思うことから始まります。 
 湯沢市に住む人々が自分の住む地域の良さを知り、
そのことで生まれる郷土愛を育み、湯沢市に住んで
いることに対して誇りを持つことも目的の一つです。 
 そして、その地域資源を教育や研究に活用し、さ
らに地域の産業や経済活動の活性化に活用し、湯沢
市に住む人々が充実した暮らしができる地域を作る
ことが最終的な目的です。 
 ジオパーク認定により、湯沢市のすばらしい地域
資源を後世へ継承し、脈々と続く、世界に一つだけ
の郷土「湯沢市」の繁栄を目指します。 

テーマ：大 地 が 創 り 育 て た 美の郷 ゆざわ 
つく 

特徴① 湯沢の豊かな湧水 
ゆうすい 

特徴② 大地が生んだ湯沢の美酒 
ジオ 

特徴③ 三関の扇状地と水が育む美味 
    さくらんぼとセリ 

みつせき せんじょうち 

特徴④ 秋田美人の郷・湯沢 

特徴⑤ 大地の恵み「鉱山」 

特徴⑥ 大地の恵み「地熱」の有効 
    活用 

特徴⑦ 大地が創りだした自然美 

湯沢市の特徴は、「大地の恵みを産業利用し、経済・文化を
築いてきた姿を間近に見ることができる」ことです。 

ジオサイト候補地全体マップ 

 平成２２年度に実施した学術調査の結果を基に、湯沢市内に１６のジオサイト候補地を
設定しました。 
 この数は、今後の調査・研究によって、さらに増えるかもしれません。 

ジオサイト１：カルデラと歴史街道 
ジオサイト２：天保の盛山「院内銀山」 
ジオサイト３：小野小町伝説の郷 
ジオサイト４：湯沢最古の地層にふれよう 
ジオサイト５：湯めぐり散歩道 
ジオサイト６：三途川の先には何が… 
ジオサイト７：縄文遺跡とコスモス街道 
ジオサイト８：トロッコ道とほや街道を 
       たどる 

ジオサイト９：恵まれた温泉と地熱をいか 
       して‥ 
ジオサイト10：ダムと沼とのコントラスト 
ジオサイト11：河岸段丘に築かれた歴史 
        ある伝統産業のまち 
ジオサイト12：鉱山から果樹へ 
ジオサイト13：かつての独立藩 
ジオサイト14：美酒を生む酒米のふるさと 
ジオサイト15：扇状地とともに歩む 
ジオサイト16：湧水多き佐竹南家 

各ジオサイトのテーマ 

ジオサイトとは？ 
 地質、地形、歴史
など、そのジオパー
クを特色付ける見学
場所や拠点となる博
物館などの施設のこ
とです。 


